
夏夏のの地地震震にに備備ええるる  

香川県立高松高等学校 1年 佐藤早和子 

ははじじめめにに  

8 月 8日、日向灘を震源とした震度 6弱の地震が発生し、初めて南海トラフ地震臨時情報

が発表された。私は、突然南海トラフ地震が本当に起きるのだということを実感した。以前

から南海トラフ地震が高い確率で起きると言われ続けていたが、それは今すぐのことでは

ないと思っている人が多かっただろう。私も、そのひとりで、地震が今日来るか、明日来る

かという状況になってみてはじめて自分事としてとらえられるようになった。 

私の家では避難用の持ち出し袋を準備している。地震に備え家族とその中身を確認して

みると、カイロや毛布、アルミシートなど冬に地震が来た時の備えが多く入っていた。しか

し、夏に地震が起きた時の備えは特になく、夏の地震への対策が不十分であるということに

気づいた。私がニュースで見た避難所では、寒い中、毛布や温かい食べ物を配っていた。だ

からこそ、今のように、毎日熱中症警戒アラートが出ている時期に地震が起き、避難すると

いうようなことは想像したことがなかった。地球温暖化が進んでいる今、夏だからこそ起き

る問題も増えていると思う。夏に地震がおきたとき、どのようにしたら自分や周りの人の命

を守ることができるのかについて重点を当てて考えてみた。 

南南海海トトララフフにによよっってて何何がが起起ききるるののかか  

香香川川県県のの被被害害想想定定  

死者 
建物 

倒壊 

浸水 

面積 

直接 

被害額 

避難 

者数(1 日) 

避難 

者数(1 週間) 

3,500 人 5 万 5,000 棟 27.9 平方キロ 3 兆 9000 億円 16 万人 22 万人 

断水 下水道 停電 ガス供給停止 防波堤 
災害 

廃棄物 

74 万人 37 万人 48 万軒 5 万 5,000 戸 2,100m 500 万トン 

実際に南海トラフが起きたとき、私たちが住んでいる香川県では、どのくらいの被害が想

定されているのだろうか。上の表は、香川県における南海トラフ地震の最大の被害想定だ



（朝日新聞「南海トラフ地震の被害想定」より）。この表を見ると香川県でも非常に大きな

被害が想定されているということが分かる。 

夏夏のの災災害害避避難難でで特特にに何何がが問問題題ににななるるののかか  

夏に地震が発生したらどのような問題が起こるのだろうか。まず、考えられる問題につ

いて一つ一つ整理していく。 

（1）熱中症 

地球温暖化が進み、夏の気温が上がっていく中で、私たちは室内で冷房をかけることが当

たり前になっている。しかし、避難所に冷房がある可能性は低い。また、上記に添付してい

る香川県の被害想定からもわかるように、断水によって水の確保も難しくなるだろう。特に

熱中症になりやすいお年寄りや子供にどのように対処するか考えなくてはいけない。 

（2）虫刺され 

 夏ならではの問題として「虫刺され」が考えられる。たとえば避難所が体育館だった場

合、暑さ対策のために扉や窓を開けるため、虫が入りやすくなる。たかが虫刺されと思い

そうになるが、虫に刺されることでアレルギー症状が出て身体に大きな害をもたらすこと

もある。 

（3）汗 

 夏は冬に比べて、汗による不快感は大きいだろう。シャワーや風呂によって汗を流すこ

とができればよいが、断水によって、水も限られる中、それは難しいだろう。 

（4）食中毒の発生 

「食中毒を引き起こす細菌の多くは、室温（約 20℃）で活発に増殖し始め、人間や動物

の体温ぐらいの温度で増殖のスピードが最も速くなる」というデータがある（「政府広報オ

ンライン 食中毒の原則と 6 つのポイント」より）。例えば、気温が高い日に 1 本のペット

ボトルに入った水を少しずつ飲んでいる場合、飲み口の雑菌が増えることが考えられる。 

（5）ゴミ処理 

 避難所の生活では、必ずごみが発生する。夏は冬に比べて、ゴミの周りでにおいや虫が

発生しやすい。そのため避難所でもゴミの処理に配慮しなければ、においの問題だけでは

なく、病気を媒介する害虫が発生するという問題も起こりうる。 

問問題題にに対対すするる解解決決策策  

これまであげた問題に対応するために、どのようなことができるだろうか。一つ一つの



問題について、個人でできる対策と、個人では対策が難しいため自治体が考えておくべき

対策に分けて考えてみた。 

〇個人でできる対策 

（1）熱中症 

 塩タブレット、冷却グッズ、うちわ、涼しい衣服などをあらかじめ避難袋に入れておくこ

とや「暑熱順化（体が暑さに慣れること。暑熱順化が行われると、熱が体の外に逃げやすく

なり、体温の上昇を防げる。）」のために汗をかける体質にしておくことが考えられる

（tenki.jp 「夏と冬 昼と夜 季節や時間の違いによる災害発生時の注意点とは?」より）。 

（2）虫刺され 

 虫刺されの薬、虫よけスプレーを準備しておく。アレルギーがある場合は、その薬を用

意しておく。 

（3）汗 

 汗拭きシート、着替えの準備、通気性の良い服を準備しておく。水の代わりになるものを

用意しておくことで汗の不快感を減らすことができる（「中部電力 私の防災」より）。 

（4）食中毒の発生 

 飲み物は紙コップなどに移して飲み、直接口をつけないようにする。食品も、食べ始めて

から長い間放置しておかないようにする。 

（5）ゴミ処理 

食品ロスをできるだけ出さないようにする。また、防臭袋を準備しておく。 

〇自治体が考えるべき対策 

 まず避難所にはどのようなものが備蓄されているのかを知るために、自分の家から最も

近い避難所である新番丁小学校の備蓄品を調べてみた（下の表は、「高松市 災害時緊急

物資の備蓄について」のサイトに掲載されていた表を加工したもの）。 



災害時緊急物資の備蓄状況（新番丁小学校） 

備 蓄 品 個 数 

アルファ米（白米） 15（50 食） 

米粉クッキー 8（48 食） 

保存水 80（500ml×24 本） 

アルミブランケット 3（100 枚） 

タオル 400 枚 

乳幼児おむつ 12 枚 

大人用おむつ 10 枚 

生理用品 16 パック 

トイレットペーパー 12 ロール 

ポリ袋 10 枚 

ゴミ袋 100 枚 

ラップ 2 本 

食器セット 16 セット 

紙コップ 50 個 

簡易トイレ 10 個 

し尿凝固剤 30（50 セット） 

間仕切り 30 張 

テント 2 張 

ユニバーサルトイレ 1 基 

マスク 50 枚 

手指消毒液 1（1ℓ） 

手指消毒液 3（500mℓ） 

使い捨て手袋 1（100 枚） 

キッチンペーパー 1（2ロール） 

ハンドソープ 3 個 

養生テープ 3 個 

巻尺 1 個 

フェイスシールド 4 個 

非接触体温計 1 個 

雨合羽 2 着 

＊「15（50 食）」とは、50 食入りの米が 15セットあるということ 

ここには扇風機やクーラーなどが書かれていなかった。調べてみると、高松市の集中備



蓄場所となっている北消防署にスポットクーラーが 40基備蓄されていることが分かっ

た。また、塩分タブレットやスポーツドリンクなど熱中症対策になるような食品などは備

蓄されていなかった。 

以上の現状を踏まえて、自治体としてできることを考えてみたい。 

(1)熱中症

各避難所にスポットクーラーを設置することや、非常用電源を用意しておくことが熱中

症になる人を減らす最大の鍵になると思う。また、お年寄りなどクーラーを優先的に使う

必要がある人を誘導する仕組みを整えておくことも大切だろう。 

 ただし、クーラーを準備するだけでよいというわけではないようだ。2007 年 7 月 16 日

に起きた新潟県中越地震では、避難所での暑さ対策が課題となった。その際、米軍から 96

台のエアコンの寄付を受け、いくつかの避難所に設置された。しかし、避難住民の年齢に

幅があったため温度調節に細やかな対応が必要になり、冷房が苦手な高齢者のために扇風

機と外気の風で凌いだり、エアコン以外に熱中症対策として氷柱を各避難所に 5～6個ず

つ設置したりするといった対策が取られたようである。その他、冷却ジェルシートや飲料

が配布されたと書かれている（厚生労働省「避難所における熱中症予防対策について」よ

り）。ただクーラーがあっても温度の感じ方に個人差があるため使い方を工夫しなければ

ならないということが分かる。 

（2）虫刺され 

 虫用ネットを用意し出入り口につけるなど避難所の環境整備によって虫刺されを防ぐこ

とができる。 

（3）汗 

 ZENKON 湯プロジェクトとして知られている組み立て式の風呂を用意することや、避難所

が学校であればプールに入るということも考えられる（「わわプロジェクト 復興支援プ

ロジェクト紹介 ZENKON 湯プロジェクト」、「厚生労働省 避難所における熱中症対策につ

いて」より）。 

（4）食中毒の発生 

 食中毒発生が念頭にない人もいることを考えて、食中毒の危険の呼びかけや紙コップの

配布などがあるとよい。 

（5）ゴミ処理 

 回収が行われない場合にごみ置き場を決めて、ゴミがいろいろな場所に捨てられること

のないようにする。 



考考察察  

夏に地震が来た時の対策について調べるうちに、避難用持ち出し袋の中身を季節によっ

て変える必要性があるということを感じた。これをうけて、今回私の家で新たに持ち出し

袋に入れた物は、うちわ、冷却シート、スポーツドリンク、塩分タブレット、身体ふきシ

ート、タオル、通気性のいいＴシャツ、虫よけスプレー、瞬間冷却材だ。しかし、持ち出

し袋に入る量には限りがあるため、これまでリュックに入れていたアルミシートやホッカ

イロなど、冬に必要なものを取り出したので寒くなってきたら入れ替える必要がある。

このように前もって準備を整えておくことで心にゆとりが生まれる。準備を十分にして

いないと、心の余裕がなくなり、自分の身を守ることで精いっぱいになってしまうと思

う。準備を十分にすることによって、地震が起き混乱している中でも周りの人にやさしく

なれる気がする。 

感感想想  

  今回、私はこれまで地震に対する対策や自治体の準備について何も知らなかったのだな

と実感した。この論文に取り組むことによって、自分の地震への対策も見直すことができた

のでとても良い機会になったと思う。実際に地震が起きたときに、少しでも冷静に対応でき

るようにしていきたいと感じた。 
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